


式“)ぁヽょび式“)t見 るとわりヽるょぅに、軸力σ=妥 。

ねむ`りにおする影響は、式“)τ
“l`λ●形で、式(6 )どはσ

そのますo7 / /び式中It含まねてtlろ。 1 9  1  l T  z■夕確衝

:くつしlて,れ 力t喉 ぇて式c)・|す写 t(子なったネ吉果[ネ

すモのである。み直線のタロとかヽゎtり01L` t表 ゎす。軸

力o・す場合に,Lし ; !張 力tヵ口えた しきはねいリロ引=は

,曽加 ι几締ヵtヵoぇてt t (ヒ雀 下 にてい( 2と か 0月う力ヽ

である。さら` i  F L t t  t力●ぇてぃくとわせり円1性ぼますォ

す裁夕t`て いo olくなったしきな考ぇれ11・、ねしいでに ―

/ン トt力0えなくて(わ し`水る可能性パち る。このよう

な,見魚ll・ねι
"ツ座贔である。した力ヾって、場合によつて

はゎじッgl性の計写にあたツカカの影響を考慮.するt湾♀

性ι生し`てくらであろう。

3 . I里諭`直と実験に ヒのヶじ較薇計

実験は写車にあるような試3た後置・てとで、プャッ十

ι=よ り軽 圧縮 力 t一 定 に伴 ち、わ t リ` モ
ーメ '卜 tク ●え

てzの各r2■・でぁ1けるねι・9み・利之t`テグった。図2

に27//断0,試 験体しくっぃて未Jたしたそので、2種類の

ねじリモー/)卜 に対して軸圧縮カム3段階“安イし,て

たとこのわL・り衝●値 tワ。ロットtマある。図2セ)の理

鵠値に'Lし図2も)の彙潟ぼ直ぼt・・の黒でモ尊た%大 さくムて

いるが,t,まわ力の影響8考 えてみると,ο。崎/cm・っ

軸力の,管力oに対するわし`り角の相対的サイとは実験直は、

狸師狂直にほぼ
・
等しいヒいえる。tた0ヾ

,て、前E・軸ル静ヵによるねしいり田1
`L・4下 1`実瀾鮨tょって尾かめられた

。円形メ市ルについてけ式(oにおいてC●

1(rtt σェ。か,F常に1、t ,ヽ卜め動力の

影響はきわめて1、さい。これは実験に

おいてモ日しい鮮果を得●。
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